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Start No. Start No.

✔ 1 5 2

15 2 4 3

✔ 3 4

✔ 4 ✔ 5

✔ 5 6

✔ 6 4 7

✔ 7 ✔ 8

✔ 8 ✔ 9

✔ 9 ✔ 10

✔ 10 5 12

8 13 ✔ 14

4 14 ✔ 16

4 15 ✔ 18

8 16 ✔ 20

✔ 17 8 24

18 ✔ 27

4 19 ✔ 28

✔ 20 ✔ 31

Country Min Action Country Min Action

USA 4 PC

USA 28 PC

USA 52 PC

4 5

1 8

記載責任者：長谷部謙二

校閲：永井　祐司

日本
シュート数

USA
PC数

REINPRECHT Julia 0-3

CRANDALL Lauren 0-1

CRANDALL Lauren 0-2

UMPIRE BEFORT Maggie UMPIRE SUTTON Suzi

Name Score Name Score

瀬　川　真　帆 BRIGGS Jackie GK

監督 永　井　祐　司 監督 PARNHAM Craig

景　山　　　恵 GK CRANDALL	 Lauren C

河　村　元　美 VANSICKLE	 Caitlin

早　戸　沙　希 FROEDE Ali

浅　井　悠　由 O'DONNELL	 Katie

野　村　香　奈 O'DONNELL Katie

清　水　美　並 KASOLD	 Michelle

柴　田　あかね REINPRECHT	 Julia

湯　田　葉　月 REINPRECHT	 Katie

真　野　由佳梨 VITTESE	 Michelle

永　井　友　理 WITMER	 Jill

西　村　綾　加 KOLOJEJCHICK	 Kelsey

中　島　史　恵 C DAWSON	 Rachel

錦　織　え　み GONZALEZ	 Melissa

永　井　葉　月 WIDDALL	 Alesha

一　谷　麻　実 BOLLES	 Marie	 Elena

阪　口　真　紀 SHEALY	 Loren

Name 備考 Name 備考

浅　野　祥　代 GK FEE Stephanie

3Q -

4Q -

1Q -

JPN（日本） 2Q - USA（アメリカ）

試    合 第4戦・最終戦 通算結果 日本1分3敗

Country RESULT Country

Test Matches 2015 JPN v USA:Pennsylvania(USA)

大会名 Test Matches 2015 日    付 2015/12/3

場　　所 Pennsylvania(USA) 天      候 晴れ

	  
（前半）	  
Q1：日本のセンターパスにより試合が開始される。4分、サークル内の反則からPCを奪われると、直接ヒットシュートを右下に決められ先制される。日本は、
立ち上がりからパス回しが安定せずミスが目立つ。チャンスになったかに思われたボールを何回もカットされ自陣深くまで攻め込まれた。15分、日本は、再
びアメリカにPCを奪われるが、錦織のクリアーにより追加点を許さない。Q2：17分、右側を崩されサークル内をゴール近くまで、まわり込まれるが粘り強く対
応する。18分、サークル内に侵入されシュートされるが浅野(GK)の好セーブにより追加点を許さない。19分にもPCを奪われるが、何とかピンチを凌ぐ。25分、
敵陣でカットしたボールを中島から永井友理につながりチャンスを迎えるが、相手GKに阻まれ得点することができない。逆に13分にPCを奪われ、2点目を失
点し前半が終了。	  
	  
（後半）	  
Q3：アメリカのセンターパスにより試合が開始される。中盤でのポゼッションが高まらない日本は、くり返しアウトレットコントロールからボールを奪う為、全体
で声をかけあい修正しようとするが、なかなか機会に恵まれない。35分、日本は敵陣で奪ったボールからカウンターを仕掛けチャンスメイクするが、アメリカ
の粘り強い守備に得点をあげることができない。Q4：中央から瀬川がドリブルで突破し永井友理へパスが通ると、このチャンスを永井友理が、シュートする
が枠をとらえることができない。52分：サークル内の反則によりPCを奪われると、一度は防ぐものの再びPCとなる。このPCをパッサーに返され3点目を奪わ
れる。55分、日本はサークルトップのFHを早戸、中島と早いリスタートでつなぎ中島がシュートするが得点することができない。その直後、カウンターとなりピ
ンチを迎える。サークルトップからシュートされたボールをGK浅野が落ち着いて処理する。57分、23m付近からサークル内へ打ち込んだボールが相手の足
にあたりPCを取得。このチャンスに永井葉月が直接シュートするが枠をとらえることができず０‐３のまま最終戦が終わり、通算成績1分3敗アメリカとのテス
トマッチが終了した。最終戦に於いては、３戦に比べポゼッションも高まり、攻撃する機会も多かったが決定力不足が目立ち今後の課題となった。	  




